
⾼校⽣・⼤学⽣年代の若者が当事者である「こども・若者の権利」について
同世代で⼀緒に考え、意⾒交換及び意⾒発表を⾏います。
・学校の垣根を越えた交流により多様な意⾒の発⾒と共感が⽣まれることが期待できます。
・⼤学⽣年代と⾼校⽣年代の異年齢の交流により、幅広い意⾒交流とこども・若者の権利
に関する他者の視点での理解の深化が期待できます。

・意⾒交流により出された意⾒・考えは、こども・若者の権利条例に反映します。
・企画・運営は⾼校⽣が⾏います。
⽇時：令和7年8⽉30⽇（⼟）10：00〜11：30
場所：せきてらす 多⽬的ホールじゆうなひろま
対象：公募による⾼校⽣・⼤学⽣年代の若者
⼈数：30⼈程度

【⽂化会館ロビーは学習スペースとして利⽤できるんです】
夏季休暇期間中の昼間の時間帯（8：30〜17：00）は学習スペースとしての利⽤が可能
です。涼しい快適な場所を利⽤しませんか。飲⾷、おしゃべりも⼤丈夫です。
※会館の催事状況によっては使⽤出来ない場合があります。

【学⽣の皆さんに朗報 とってもお得なサービス！】
★夏勉ほこっと割（7/18〜8/31）★

〜勉強の合間に、ほっとひと息。学⽣限定応援キャンペーン〜
⽂化会館のカフェ「hocohoco」のメニュー全品20％OFF！
さらにはhocohocoを利⽤で勉強応援おやつをプレゼント！
勉強の合間に来てね♪
※予告なくキャンペーン内容を変更する場合があります。

『こども・若者の笑顔と幸せのために』
「学⽣の皆さんは夏季休暇中、関市⽂化会館の利⽤がおすすめ！」

〜⾼校⽣の“ほしい”に応える空間／居場所〜

【照会先】⼦ども家庭課 ☎0575-23-0189

～こどもまんなか社会の実現に向けて～

＜報道関係者各位＞ 令和７年７⽉１８⽇
関市健康福祉部⼦ども家庭課

「こども・若者の権利」を考える会
〜こどもまんなかミーティング〜 ⾼校⽣・⼤学⽣対象

申込はこちらから



【中部学院⼤学 学⽣対談】
「学校に⾏ったわたし、⾏かなかったわたし」

〜違う過去、同じ今〜 vol.1
・学校に⾏っていた⼦、⾏っていなかった⼦、それぞれの
“学校“にまつわるリアルな経験を語り合います。

・不登校を経験した学⽣等が、⾃⾝の経験を話す座談会を
配信し、多様な⽣き⽅・価値観に触れる機会を提供します。

・不登校児童⽣徒・保護者には将来への希望、⽀援者等に
は不登校に対する理解を深めます。

「いろんな⽣き⽅があってもいい」というメッセージを
届ける時間です。
⽇時：令和7年7⽉31⽇（⽊）

16:40〜17:10
場所：YouTube限定配信
※後⽇、アーカイブ配信を予定

【照会先】⼦ども家庭課 ☎0575-23-0189

「学校に⾏きづらさを感じている児童⽣徒の
福祉的こどもの居場所づくり」に向けて

【岐⾩⼤学 ＡＣＰプログラム】
「運動あそびで⼤学⽣と⼀緒に遊ぼう！」
アクティブ・チャイルドプログラム（ＡＣＰ）とは
→⼦どもが発達段階に応じて⾝に着けておくことが望ましい
体の動きを、運動遊びを通して楽しく習得できるプログラム

・岐⾩⼤学の学⽣とＡＣＰを使った楽しい運動あそびを参加
した仲間と⼀緒になって楽しみます。

【期待される効果】
・体を動かすこと・遊びによるストレス緩和・やる気の増加
・運動を通して⾃⼰の成⻑が感じやすくなり、それが喜びに
つながり、意欲を持った継続実施が可能となる好循環

・運動遊びのルールを守ること、他者と協⼒することによる
協調性やコミュニケーション能⼒の向上

⽇時：令和7年9⽉3⽇（⽔）14:00〜15:30
場所：わかくさ・プラザアテナ⼯業アリーナ（総合体育館サブアリーナ）
対象：学校に⾏きづらい状況が続いている18歳未満のお⼦さん（15⼈程度）
指導：岐⾩⼤学 春⽇晃章教授及び春⽇研究室⼤学⽣

＜報道関係者各位＞ 令和７年７⽉１８⽇
関市健康福祉部⼦ども家庭課

申込はこちらから
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